






























































































仕丁の小林政子、そして渡辺教諭である。小林・渡辺両教諭は、学校の周辺が大規模な空襲に見舞われた際に重要書類等を持って避難する役割として、前年一一月より泊まり込みをしていたという。この日は一〇時三〇分、警戒警報が発令される。しかし米軍機は房総半島沖に去った して、しばらくして警報は解除された そんな折 爆撃は突然始まった。日付が変わって一〇日〇時七分、焼夷弾の投下が開始されたのである。 「執務日誌」には一一時三〇分 空襲警報が発令されたと書かれ いるが渡辺教諭の記憶違いである可能性 高く、各種研究資料におい は空襲警報が鳴ったのは 一五分とさ ているものが多い つまり警報が発令されたのはすでに東京が火の海になった後であっ 。　
この日は西北から強い風が吹いており、火災は瞬く間に広





書き記した。その後も日誌が三月一一日、一二日と続いていくことを考えると、空襲からそう時間が経っていない中で書いたことが予想される。感情的な描写は少なく 全体的な雰囲気は淡々 してい んな中、火のついた校舎を後にする際の「万感交々胸にせまり
　
折からの火と、風との中に立
ち彽徊去ること能はざりき」という記述には彼の想いがにじみ、同じ教壇に立つ者 胸を突かれる。この日以降、ほとんど途切れることな 「執務日誌」は二年半書き継がれ、次第に渡辺教諭だけでなく同僚達も順番に書くよう っていく。空襲で校舎が全焼しても学校業務が続いてい ことには素朴な驚きを感じるが、校舎が焼けて 学校は終わりではない（現に三月一〇日の朝も生徒が二名登 して ） 獅子奮迅と言っても過言 ない教職員の仕事ぶりは、その後も続く空襲の中も、玉音放送の流れた午後も、そし 戦後の激動の日々にも続いていった。人手も資金も今日を穏やかに過ごす安心すらないその日々の中で、生徒と 職員 仮校舎に集い、自分たち とってかけがえのない「学校 活」 守ろうとする。そしてその様子を「執務日誌」は静かに伝え いる。　
ただ、この貴重な資料の存在は、最近まで本校の教職員に
すらほとんど知られていなかった。渡辺教諭はその後一九八五年まで勤務し、定年退職をした。戦後の復興期を共に支えた小林珍雄第五代校長は既に亡くなり、現在の理事長である
小林和夫が校長を務めていた頃である。退職前の荷物整理の際、渡辺教諭は自分のロッカーに保管していた「執務日誌」を初めて取り出し、小林校長に託した。小林校長は驚き、今後は自分が大切に保管することを約束した。その後「執務日誌」は学校史の編纂をする際に資料として活躍したが、それ自体が一般に公開されることはないままであっ して戦後七〇年の節目を控えた二〇一三年、小林理事長の呼びかけの下、教員有志による〈 「執務日誌」編集委員会〉が発足 、「執務日誌」の活字化および出版を目指すことになったのである。　
このような戦時下の記録を持っている学校は中村中学校・



















「敗戦を待つ」という表現が用いられることに驚くとともに、当時の教職員たちの水面下で 仕事や そこ ある苦悩 知ることができる記述である。　
このように執筆者である教職員の思いがにじむ記述も時折













































り、学校生活が落ち着いてきた様子が読み取れる。学校行事も復活し、戦前か 盛んであったバレーボール部の練習も再開した。住む場所も食べるものもない時代、決して易しいことではなかった焼け跡 ら 復活は『東京大空襲をくぐりぬけて』に収録した卒業生のインタビューに詳しいが、それでも「執務日誌」最後のページは一九四七年九月一三日、 「変わりなし」 書くことのできる幸せを読む者に感じさせなら終わっている。
三、 『東京大空襲をくぐりぬけて』編集の過程




でもある銀の鈴社に多大なるご協力を ただ た。編集委員が行った主な作業は活字化のゲラと実際のノートの照合 ある。複数名で確認しても判読できなかった文字も幾つかあった。日誌はＰＤＦデータとしても保管し閲覧できるようにした。　
解説や注釈は委員の中で分担を決め、何度もディスカッシ
ョンをしながら原稿を仕上げた。前述のとおり年齢も担当教科も異なる教職員たち 戦争と教育について語りあうこ は非常に刺激的な経験であった。卒業生へ インタビューは実際にお目 かかってお話をうか ったものと、いただいお手紙を再構成して仕上げたもの ある。今も学校 関わを持ってくださっている方に依頼したケースもあれば、同窓会名簿を見ながら昭和二〇年前後に在校した方に連絡を取り、アポイントを取ったケースもあっ 後者 場合は「思い出
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『東京大空襲をくぐりぬけて　中村高等女学校執務日誌』編集と展望








も協力を仰いだ。理事長やこの元教諭 渡辺教諭とも職員室で机を並べて働いた間柄であるが、既に他界して る渡辺教諭と面識のある者は現職の教職員の中 も少ない。現在 現職の教職員の中で、戦時下・終戦直後に教壇 立 ていた教職員と共に同僚として働いた経験のある者はほとんど なくなってしまっている。今回この本の製作を考えたのは戦後七〇年という節目を意識してのことであったが、当時 ことを語り聞いている経験を持つ教職員が今後一層少なくなるこを考えると、今がまさに編集に着手するにふさわし 最後タイミングであったと言えるかも れない。　「執務日誌」の内容はこうして完全にデータ化されたが、実際のノートの保管は今後どのようにしておくべきかが課題である。学校には資料保管について熟知した専門家 ない
ため、極めて貴重な資料であっても破損、劣化などで消失するケースは他校でもありうるのではないかと考えられる。少子化による学校の統廃合 ども多くみられる昨今、学校が独自で持っている貴重な資料の散逸をどのように防ぎ 研究に役立てられ ものとしてどのように残していくかという問題は今後大いに検討の必要がある。　
出版元でもある銀の鈴社の西野真由美氏には編集会議にほ








「執務日誌」に登場するさまざまな行事の写真、当時の制服、当時の在校生が書いた作文等を展示したところ、保護者として来校していた在校生たちの祖父母や卒業生たちからの反響が大きかった。在校生にとっても現物 見るこ は良 刺激となったようである。　
三件目は、 『東京大空襲をくぐりぬけて』にも登場する一
九四九（昭和二四）年卒業生の日下部ます子氏 招いて行った、全校生徒対象の講演会である。現在 在校生の祖父母は終戦時に幼い子供だった場合や戦後生まれである場合が多く、戦争を直接体験した方に話を聞い 経験が少な 。そんな生徒たちに、空襲警報が出ている中で学校に通う恐ろしさや、配給で水まんじゅうがもらえて嬉し 思 出などを語っていただいた。　『東京大空襲をくぐりぬけて』の出版と三つの企画は、教科書の中の知識だけにとどまらず実感をも 戦争につ て考えてほしいというメッセージを生徒たちに伝えることになった。そしてこれらの業務に関わりながら今思うのは、 「執
務日誌」を読みながら戦時下および終戦後の学校について調べるとき、その記録の中には戦争の悲惨さばかりがあるのではないということである。悲惨な状況の中、それでも学ぼうとする生徒、それでも教えようとする教師らの姿が見えてくるのだ。空襲翌日にも登校す 生徒、自らも罹災しながら毎日出勤してくる教職員、貴重な生活費 な 報償金 支払を後輩の為に肩代わりする卒業生事務員、戦後も床の破れ目を教職員が木片で直し、生徒は生徒で 舎の再建費用や図書館の書籍代を自ら集めようと 。そうま して彼 が守ろうとした学校とは何な か 学校に残る資料 解き考えことは、そのまま「学校とは何か」 問いに向き合うことにつながる。　
さて、学校に現存する戦時下の資料は「執務日誌」のみで





ちが満州の兵隊に対して送った慰問作文集「慰め草」が残っている。そこには「寒気きびしき折、満州の兵隊さんには、この寒さに負けないで健康な御体で御国の為に、日夜寝もせず寒気と共に広い満州を命をささげて御守の事と存じて居ります」 「私達のグループも皆、男に生れて、あ 広い満州で御国の為に御守したいといろく、空想 ふけつて居ります」などの言葉が並ぶ。　『会報』の「事変関係特集」に掲載される生徒作文にも

























ＮＨＫ「おはよう 本」 「首都圏ネットワーク」 （二〇一五・
二・二七）
（３）物理学、生物、鉱物学などを包括した教科の名称。昭和二二
年廃止。
　
（４）中村中学校・高等学校『中村学園百年史
　
はくもくれんの花
が咲いた』全三巻（ 〇 九・一一・七、特別頒布、銀の鈴社）
（おかざき・みちこ／中村中学校・高等学校）
